
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成１９年３月２６日 

第６号 

山口市立白石中学校発行 

山口市中学校バスケットボール１年生大会(12/17)  準優勝 
山口市長杯争奪団体対抗卓球大会(12/25) 中学女子１位グループ３位 
山口県児童生徒デザイン作品展覧会(3/3)  優良 ３年竹下さん 
山口県絵画作品展覧会(3/3)   優良 １年高嶋さん ２年岡本さん ２年岡さん 
      ２年木本さん ３年岡崎さん ３年大堀さん 
山口県児童生徒版画作品展覧会  優良 ２年荒井くん 

〔校長の話～1 年間を振り返って～〕 

 1 学期、一人ひとりがそれぞれの場で光り輝こう。それはまわりをも高めることになる。 
 2 学期、校訓に基づく 3 つの活動を充実させよう。人の話を素直に受け止めよう。 
 3 学期、毎日の努力は小さなものであっても、長く続けることで大きな実を結ぶ。たゆま
ざる努力を続けていこう。 
 学期ごとにこのような話をしてきた。様々な場で子どもたちは活躍した。積み重ねがあっ
てできるもので、日々の努力を讃えたい。子どもたちは体験を通して学ぶことの大切さを感
じたことと思う。また、身近な目標があることの重み、大切さを感じている。目標を定めて
新しい学年へのスタートをきってほしい。 
 社会や学校生活の中での課題もみられた。多くの不審者情報には、子どもに情報を知らせ
るとともに対応を確認してきた。また、子どもの自殺に対して各方面から緊急アピールが出
された。それを紹介するとともに、いじめは犯罪であり、許されない行為であることを訴え
た。持ち物がなくなったり登下校の態度への苦言が地域からあったりなどもした。注意を喚
起し、教職員の目を行き届かせることにも心を砕いた。「誰が？」という犯人探しは生徒の
心を傷つけることになり、信頼関係をくずすことにもなる。全てをお伝えすることができな
かったことをおわびする。 
 2 年生は１０か月あまりで進路決定の時期になる。そのときに向け、親子の意思疎通を図
っておく必要がある。日常の中で、進路について親子で話したり、生き方について語りかけ
たりして、子どもが自分で進路決定できるように支援してほしい。 
 校舎改築が、3 月の市議会で承認された。１９年度 1 学期から作業が進むであろう。地域･
保護者の方の協力をお願いしたい。 
〔生徒指導主任の話〕 
 1 年間、安全に過ごせてうれしく思う。｢１年間を振り返って｣の作文に子どもたちはたく
さんのことを書いていて、たくさんの活動の中で大きな成長があったと改めて思う。子ども
たちは多くのことを吸収すると同時にストレスもある。保護者の方の支えがあってこそ安定
する。引き続き協力・支援をお願いしたい。読書は身についてきている。掃除や挨拶はもう
少しがんばること。｢春休みの生活｣のプリント」に目を通してほしい。交通安全や夜間の外
出などの安全についても御家庭で話してほしい。遊技場への出入りは保護者同伴で。携帯電
話やパソコンによる被害にあわないように。メール被害にあわないためには、知らないメー
ルを開かないこと、アドレスを教えないこと。 

 現在、図書室の本の貸し出しは図書委員がパソコンで行っています。したがって、借りたい本
が貸し出し中かどうかはパソコンで検索できます。ところが、パソコンで検索してみて図書室に
あるはずの本が、ないのです。なぜかというと、特に、生徒の希望によって購入した新刊図書が、
受付を通さずに持ち帰られるという状況が起こっているからです。 
その新刊図書を読むのを待っている人から、いつ返ってくるのかという訴えが図書室に寄せら
れています。受付を通さずに持ち出された本が、どこかに置きっ放しにされていないでしょうか。
もう一度、図書室の利用について考えてみる必要があるのではないでしょうか。. 
併せて、借りた本は期限までに返しましょう。次の人が待っています。 

                          

白石中の電話番号は、「ゼロ・さん・はち・なな」です。再度御確認ください。 
間違い電話がかかってくるため、お困りのお宅があります。 

  進級を前に、教室の床磨きを中心にした恒例の
作業を行いました。床の汚れを取った後で、ワッ
クスをかけました。１年間使った教室、きれいに
なって、これで次の人に気持ちよく渡せます。 

 卒業式の前日、同窓会顧問の高部光正様をお招きして、同窓会入会式 
を行いました。同窓生としての心構えと激励のお言葉をいただきました。 
   寺嶋君がお礼の言葉を述べました。お話の一部を次に紹介します。 
 
白中の卒業生、と胸をはってあいさつができるように自分を磨い 
てほしい。社会人になっても勉強をしていかなければいけない。勉強とは自分を磨くことだ。
 自分一人でやっているとは思わないでほしい。親、先輩が見つめている。そういう人の支援
を受けながら勉強しているのだ。 
 一人でも多くの友達をつくってほしい。そして、大切にしてほしい。自分から友達の中にと
けこんでいくことが大切だ。  
健康には十分気をつけて、自分一人ではないことを心に留めて、挑戦して欲しい。これが自
分の道を切り拓くことになる。 


